
国立映画アーカイブ開館記念

映画を残す、
映画を活かす。

国立映画アーカイブ［2階］

長瀬記念ホール　ＯＺＵ
定員＝310名（各回入替制・全席自由席）

前売券
3月29日木10時より、チケットぴあにて全上映回の前
売券（全席自由席・各100席分）を販売します。各上映
の前日23時59分まで販売。［Pコード：558-389］
前売料金：一般520円／高校・大学生・シニア310円
／小・中学生100円
 ・ 別途発券手数料がかかります。
 ・ 各回の開映後の入場はできません。
 ・ 学生、シニア（65歳以上）の方は証明できるものをご提示下さい。
 ・ チケット購入方法や手数料については、4頁の前売券の購入方
法をご覧ください。

当日券（発券＝2階受付）
料金：一般520円／高校・大学生・シニア310円／小・
中学生100円、障害者（付添者は原則1名まで）、東
京国立近代美術館及び国立映画アーカイブのキャン
パスメンバーズは無料
◆当日券で入場される方には、開館と同時に、当日上映される全
ての回の入場整理券を1階ロビーにて発券します。各日の開館
時間については4頁のスケジュール欄をご覧下さい。

 ・ 各回の開映後の入場はできません。
 ・ 当日券の発券は、定員に達し次第締切ります。
 ・ 学生、シニア（65歳以上）、障害者、キャンパスメンバーズの方
は、証明できるものをご提示ください。

 ・ 当日券の発券は各回1名につき1枚のみです。

入場方法
①前売券をお持ちの方は，開場時（開映30分前）に，前売券に記
載された整理番号順にご入場いただけます。
②その後は，当日券の整理券をお持ちの方が，整理番号順にご入
場いただけます。前売券をお持ちの方は，随時ご入場いただけ
ます。

 ● 前売券・当日券は当日・当該回のみ有効です。

2018年4月10日火　―　4月22日日
4月の休館日

▲ ▲ ▲

月曜日、4月1日日－4月9日月

国立映画アーカイブは長瀬映像文化財団の支援を受けています。

Inaugurating NFAJ: Preserving Is Showing
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東京国立近代美術館フィルムセンターは、
2018年4月1日より国立映画アーカイブとなります。



尾上松之助 
雷門大火　血染の纏
（36分・15fps・35mm・無声・白黒）
日本初の映画スター・尾上松之助（1875―1926、本
名・中村鶴三）の人気絶頂期にあたる大正中期の現
存作。鳶よ組の仙太（松之助）が、橘組との抗争や遠
島の島破り、義父の仇討などに活躍。同時代の欧米
の活劇映画同様に、ロケ撮影を活かし、上下空間を
移動する身体アクションなど、知られざる松之助映画
の魅力を伝える（協力：早稲田大学演劇博物館）。
1916（日活京都）K尾上松之助、大谷鬼若、嵐橘楽、市川
壽美之亟、片岡長正

史劇　楠公訣別［デジタル復元版］
（17分・16fps・35mm・無声・白黒）
日本における映画への社会的評価を一躍向上させた
1921年の「活動写真展覧会」において、松之助一派が
摂政宮（後の昭和天皇）の御前で実演した「櫻井の別
れ」の記録。本作の可燃性オリジナル・ネガは2010年
6月に重要文化財に指定された。上映はマスターポジ
からのデジタル復元版。
1921

日活取締役　故中村鶴三氏　尾上松之
助　葬儀実况　大正十五年九月十六日
（22分・16fps・35mm・無声・白黒）
日活の社葬として行われた葬儀の記録。阪東妻三郎、
伊藤大輔ら次代を牽引したスターや監督、沿道に集
まった20万以上の人々の姿が、35㎜可燃性ポジから
復元した鮮明なフッテージで甦り、故人の偉大な業
績を語る。
1926（日活大将軍）

 1 4／18（水）7:00pm　　4／20（金）3:00pm

成瀬巳喜男 
花よりだんご　スタヂオFのお花見
（11分・16fps・35mm・無声・白黒）
五所平之助を中心に藤本真澄、成瀬巳喜男らが東銀
座一丁目に1934年頃に作った若き映画人の溜り場・
スタヂオF。メンバーの花見の様子が（幸手・権現堂
堤）、五所、成瀬、藤本、千葉早智子、忍節子、小林
十九二、川喜田壮太郎らの笑顔と共に記録されている。
原版は8mm。
1935頃

二人妻　妻よ薔薇のやうに［英語字幕付］
（74分・35mm・白黒）
歌人の妻と、その妻のもとを逃げ出して愛人宅に住み
ながら砂金掘りに熱中する男、その男に献身的に尽く
す愛人の三者三様を一人娘（千葉）の視点から描く。
キネマ旬報ベストテンの第1位に選ばれ、アメリカで初
めて一般商業上映された日本映画となった。
1935（P.C.L.）AC成瀨巳喜男B中野實F鈴木博G久保一雄
H伊藤昇K千葉早智子、英百合子、伊藤智子、堀越節子、
細川ちか子、丸山定夫、大川平八郎、藤原釜足

 2 4／17（火）3:00pm　　4／20（金）7:00pm

戦時下の日活太秦撮影所 
日活太秦撮影所運動会
（6分・16fps・35mm・無声・白黒）

1937年から41年にかけて日活社長を務めた森田佐吉
（1874―1944）旧蔵のプライベート・フィルム（原版は
16mm）から、日活太秦撮影所 (後の大映京都撮影
所 )内で開催された所員運動会の様子。横田永之助
の立像と日活マーク、所内オープンの景観も映ってお
り、ラストは皇紀2600年旗の前で森田佐吉、片岡千
恵蔵、永田雅一ら幹部の記念撮影。
1940頃

清水港　代参夢道中［『續清水港』改題短縮版］
（89分・35mm・白黒）
マキノ正博が片岡千恵蔵を主人公に新妻の轟とマキノ
一家で撮りあげた広沢虎造口演の浪曲映画。舞台「森
の石松」の初日を控えた演出家（千恵蔵）が劇場でうた
た寝し、目覚めるとそこは幕末の清水港、自らは石松そ
の人で、敏腕秘書（轟）は着物姿の町娘となっていた。
1940（日活京都）Aマキノ正博C小國英雄F石本秀雄G上
羽慶太郎H大久保德二郎K片岡千惠藏、轟夕起子、廣澤
虎造、澤村國太郎、志村喬、澤村アキヲ［長門裕之］、美ち
奴、常磐操子、瀨川路三郎、香川良介

 3 4／12（木）3:00pm　　4／13（金）7:00pm

衣笠貞之助 
『源氏物語 浮舟』撮影風景
（4分・16fps・35mm・無声・カラー）

1957 

『情炎』撮影風景（4分・16fps・35mm・無声・
白黒）
1959

『かげろう絵図』撮影風景
（2分・16fps・35mm・無声・白黒）

1959 

衣笠貞之助自身が所蔵していた撮影風景の8㎜。長
谷川一夫、市川雷蔵をはじめ、山本富士子に丹念に
演出する様子が収められている。
（原版寄贈：小亀淳）

地獄門［デジタル復元版］
（89分・35mm・カラー）
大映が放ったイーストマンカラーの第一弾で、カンヌ
国際映画祭グランプリをはじめ国内外で高い評価を
得、日本のカラー劇映画の一大転機となった。色彩
表現に加え、長谷川一夫、京マチ子の衣笠貞之助ら
しい演出を堪能できる。
1953（大映京都）AC衣笠貞之助B菊池寛F杉山公平G
伊藤熹朔H芥川也寸志K長谷川一夫、京マチ子、山形勲、
黒川彌太郎、坂東好太郎、田崎潤、千田是也、清水將夫、
石黒達也、植村謙二郎、清水元

 5 4／19（木）7:00pm　　4／22（日）1:00pm

五所平之助 
『十九の春』撮影風景
（5分・16fps・16mm・無声・白黒）
『十九の春』（1933年、松竹蒲田）の撮影風景を収めた
記録フィルム。主演の伏見信子や五所平之助監督と
ともに当時9歳だった高峰秀子の素顔を見ることがで
きる。
1933

煙突の見える場所（108分・35mm・白黒）
東京・足立区千住にあった有名な「お化け煙突」を背
景に、戦争体験を引きずった庶民たちの生活が、軽
妙且つリアリスティックに描かれる。時間の推移や空
気感の描出に傑出した三浦光雄の映像表現が、今回
新たに作製した可燃性オリジナルネガからのダイレク
トプリントであざやかに甦った。
1953（スタジオ・エイト・プロ＝新東宝）A五所平之助B椎
名麟三C小國英雄F三浦光雄G下河原友雄H芥川也寸
志K田中絹代、上原謙、高峰秀子、芥川比呂志、関千惠
子、花井蘭子、坂本武、田中春男

 4 4／10（火）3:00pm　　4／15（日）4:00pm

　国立映画アーカイブ開館記念の企画上映第一弾
「映画を残す、映画を活かす。」では、1952年の東
京国立近代美術館（当時は国立近代美術館）フィル
ム・ライブラリー事業から始まった、日本における映
画アーカイブの歩みをふり返り、多くの映画人と関係
者、フィルム所有者の協力を得て収集・保存された8
万本を超える所蔵フィルムの中から、日本映画史上
の代表的な映画人、トピックをおさめた映像を厳選
し、その映画人の代表作や近年の復元作とあわせて
紹介します。
　小津安二郎、黒澤明、衣笠貞之助、稲垣浩、五
所平之助たちの演出風景や、成瀬巳喜男やマキノ雅
弘、阪東妻三郎らが談笑する姿、そして尾上松之助
やかつての撮影所がスクリーンに甦る瞬間、あるいは
『生きものの記録』『煙突の見える場所』が、本来の
驚くほど艶やかで豊かな階調の白黒映像をスクリー
ン上に再現する瞬間、映画が私たちの時や記憶を
後世へと紡ぐ貴重な文化遺産であり、20世紀芸術で
あることをあらためて実感されることでしょう。
　本特集で、これらの映画人たちの功績に思いをは
せながら、映画を、歴史的文化遺産として大切に保
存すると同時に、来るべき世代も私たちと同じように
作品本来の表現を鑑賞できるようにする、その意義
と必要性を感じていただければ幸いです。皆様のご
来場をお待ちしています。

■A＝監督　B＝原作・原案　C＝脚本・脚色　F＝撮影
 G＝美術　H＝音楽　K＝出演
■スタッフ、キャストの人名は原則として公開当時の表記を
記載しています。

■特集には不完全なプリントが含まれていることがあります。
■記載した上映分数は，当日のものと多少異なることがあり
ます。

長瀬記念ホール OZU

上映作品

国立映画アーカイブ開館記念

映画を残す、
映画を活かす。
Inaugurating NFAJ: Preserving Is Showing

『情炎』撮影風景　（左）
『柳生武芸帳』撮影風景　（右）

雷門大火　血染の纏

清水港　代参夢道中［『續清水港』改題短縮版］

2



阪東妻三郎 
田村家ホーム・ムービー
（27分・24fps・16mm・無声・白黒）
尾上松之助の次代を継ぐ映画スターとして大正期か
ら絶大な人気を誇った阪東妻三郎（1901―1953、本
名・田村傳吉）の家族との日常が垣間見えるホーム・
ムービー。
製作年不詳

破れ太鼓（108分・35mm・白黒）
GHQが封建的時代劇を禁止したため活躍の場を失っ
ていた阪妻が、昔気質の雷親父を演じて新境地を開
いた木下惠介の代表作。息子の田村高廣は「家にい
る時の親父そのままだ、監督はどうして知ったのだろ
う」と感嘆したという。
1949（松竹京都）AC木下惠介C小林正樹F楠田浩之G
小島基司H木下忠司K阪東妻三郎、村瀬幸子、森雅之、
木下忠司、大泉滉、小林トシ子、桂木洋子、大塚正義、澤
村貞子、宇野重吉、滝澤修、東山千栄子、小澤栄

故　阪東妻三郎　関西映画人葬実況
（5分・35mm・白黒）
『破れ太鼓』の松竹京都撮影所で行われた関西映画
人による葬儀の記録。市川右太衛門、マキノ雅弘、溝
口健二などが列席し、円熟期の阪妻を支えた伊藤大
輔監督が弔辞を捧げる。
1953（松竹京都）

 6 4／11（水）3:00pm　　4／14（土）3:30pm

日活の再建 

日活東京撮影所トーキーステージ竣
工式（10分・35mm・白黒）
1935（日活）

日活特報　日活撮影所建設始まる（地
鎮祭）（3分・35mm・白黒）
1953（日活） 
戦時中の企業統制で興行部門を残して大映に統合さ
れた日活。戦前の多摩川撮影所（現・角川大映スタ
ジオ）のトーキーステージ建設記録と、1954年に映画
製作を再開するにあたって前年に着手した撮影所用地
（現・日活調布撮影所）の地鎮祭の様子を紹介する。

ジャズ娘誕生［デジタル復元版］
（79分・35mm・カラー）
旅廻りの楽団に加わった美声の椿油売り（江利）が、
別れた父との葛藤や切ない恋を乗り越え、東京の大
劇場でデビューするまでを描く。国産三原色カラーシ
ステム「コニカラー」の可燃性原版を直接スキャンした
データに修復を施した絢爛たる色彩と、江利チエミの
ハスキーボイスの歌声など魅力満載。冒頭に3分の復
元デモを含む。
1957（日活）A春原政久C松村基生、辻眞先F姫田眞佐
久G木村威夫、佐谷三平H村山芳男K江利チエミ、石原
裕次郎、小杉勇、二本柳寛、殿山泰司、青山恭二、木室郁
子、丹下キヨ子

 7 4／10（火）7:00pm　　4／14（土）1:00pm

溝口健二 
新・平家物語［予告篇・特報］［デジタル復元
版］
（3分・35mm・カラー）

1955

新・平家物語［デジタル復元版］
（107分・35mm・カラー）
「週刊朝日」連載の吉川英治による同名小説を、大映
がシリーズとして映画化。平清盛の活躍と出生をめぐ
るドラマが、溝口監督と大映京都のスタッフ、洋画家・
和田三造の色彩監修によって華麗に描かれる。映画
デビュー 2年目の市川雷蔵が溢れんばかりの若さで
平清盛を演じる。溝口は映っていないが撮影中の様
子を伝える特報とあわせて上映。
1955（大映京都）A溝口健二B吉川英治C依田義賢、成
澤昌茂、辻久一F宮川一夫G水谷浩H早坂文雄K市川雷
藏、久我美子、林成年、木暮實千代、大矢市次郎、進藤英
太郎、菅井一郎、千田是也、柳永二郎

 8 4／11（水）7:00pm　　4／13（金）3:00pm

黒澤明 
『用心棒』馬目の宿オープンセットの
撮影風景（4分・16fps・35mm・無声・白黒）
プロデューサーの田中友幸から東宝撮影部の古山正
が整理を依頼された8mmからのブローアップで、撮
影は田中友幸とされる。『用心棒』撮影中の東宝撮影
所内のスタッフたちと、馬目の宿オープンセットでの撮
影が捉えられており、黒澤明、渡辺篤、羅生門綱五郎
らが映っている（原版協力：古山正）。
1961

生きものの記録（103分・35mm・白黒）
原水爆の脅威から逃れようと一家のブラジル移住を
計画する工場経営者（三船）が、家族の反対を前に狂
気に陥っていく。本作より全面的に採用されたマルチ
カム撮影で捉えた主人公の恐怖や不安、核の光の映
像表現が、今回新たに作製した可燃性オリジナルネ
ガからのダイレクトプリントで鮮明に甦った。
1955（東宝）AC黒澤明C橋本忍、小國英雄F中井朝一G
村木與四郎H早坂文雄K三船敏郎、志村喬、千秋實、淸
水將夫、三好榮子、青山京子、東郷晴子、千石規子、根岸
明美、上田吉二郎、東野英治郎

 9 4／17（火）7:00pm　　4／21（土）1:00pm

稲垣浩 
『柳生武芸帳』撮影風景
（26分・16fps・35mm・無声・白黒）
原版はプロデューサーの田中友幸が撮影したとされ
る8mm。『柳生武芸帳』撮影中の東宝撮影所スタッフ
ルームでの打ち合わせや所内での談話風景、セット
撮影、伊豆や京都のロケーション等、三船敏郎、久
我美子、大河内伝次郎、高峰秀子、鶴田浩二らキャ
ストを含め、稲垣組の撮影の様子がふんだんにおさめ
られている（原版協力：古山正）。
1957

柳生武芸帳（106分・35mm・カラー）
徳川三代将軍家光の頃、幕府の命運を左右し朝廷
の安泰をも脅かすという武芸帳をめぐって、柳生一族
と肥前の兵法者・山田浮月斎一派とが壮絶な死闘を
演じる痛快時代劇。肥前の忍者兄弟に三船・鶴田の
人気スターが扮し、彼らをめぐって恋の鞘当てや裏切
り、隠密や刺客との駆け引きなどが繰り広げられる。
1957（東宝）AC稲垣浩B五味康祐C木村武F飯村正G
北猛夫、植田寛H伊福部昭K三船敏郎、鶴田浩二、久我
美子、香川京子、岡田茉莉子、中村扇雀、大河内傳次郎、
岩井半四郎、小堀明男、東野英治郎、平田昭彦、香川良
介、戸上城太郎、上田吉二郎、左卜全、土屋嘉男

 10 4／19（木）3:00pm　　4／21（土）4:00pm

小津安二郎 
『彼岸花』撮影風景
（8分・16fps・35mm・無声・カラー）
野田高梧が8ｍｍに収めた『彼岸花』（1958年）の撮影
風景。原版の状態が悪く、褪色、カビによる画の損傷
が激しいが、小津安二郎の演出風景を記録した貴重
な映像。
1958（原版寄贈：野田高梧記念 蓼科シナリオ研究所）

彼岸花［デジタル復元版］［修復デモ付］
（121分・35mm・カラー）
結婚相手を決めた娘・節子（有馬）のふるまいに動揺
する父親（佐分利）の姿を描く。節子の結婚を応援す
る幸子（山本）の助演も絶妙。小津最初のカラー作品
で、ドイツのアグファカラーの落ち着いた発色は、以
後“小津の色”として定着する。
1958（松竹大船）AC小津安二郎B里見弴C野田高梧F
厚田雄春G浜田辰雄H斉藤高順K佐分利信、田中絹代、
有馬稲子、久我美子、佐田啓二、高橋貞二、山本富士子、
桑野みゆき、笠智衆、浪花千栄子、渡辺文雄、中村伸郎、
北竜二、高橋とよ

 11 4／12（木）7:00pm　　4／15（日）12:30pm

マキノ雅弘 
マキノ雅弘氏の還暦
（5分・18fps・35mm・無声・カラー）
長門裕之・南田洋子夫妻が長年撮りためていた8mm
の中から、1967年12月に親しい仲間たちで渋谷・神
泉の料理旅館で開いたと言われるマキノ雅弘の還暦
祝いの記録。長門・南田夫妻、姉の恵美子と博子、
妻の鳳弓子、そして次郎長一家の河津清三郎、田崎
潤、水島道太郎、伴淳三郎らが雅弘を囲む。
1967（原版協力：テレビマンユニオン）

日本俠客伝　斬り込み
（92分・35mm・カラー）
日本俠客伝シリーズの7作目。｢人斬り真三｣と呼ばれ
る渡世人･中村真三（高倉）が、露天商の親分･傘屋
源蔵（石山）に息子の命を救われたのを転機として、
テキ屋の世界で出世していく物語。長門裕之、南田
洋子をはじめ、東映のマキノ一家が脇を固める。
1967（東映京都）Aマキノ雅弘B河野英雄C笠原和夫F山
岸長樹G井川德道H斉藤一郎K髙倉健、藤純子、長門裕
之、大木実、渡辺文雄、天津敏、南田洋子、石山健二郎、
金子信雄、東竜子

 12 4／18（水）3:00pm　　4／22（日）4:00pm

煙突の見える場所

新・平家物語

彼岸花

日本俠客伝　斬り込み

3



展示室（7階）

［企画展］
国立映画アーカイブ開館記念
没後20年　旅する黒澤明
槙田寿文ポスター・コレクションより
Inaugurating NFAJ: 
Kurosawa Travels around the World
The Masterworks in Posters from the Collection of Toshifumi Makita

2018年4月17日（火）－9月23日（日）
 ＊ 月曜日、8月7日（火）－12日（日）、9月4日（火）－7日（金）は
休室です。 

　黒澤明監督の作品ほど、世界各地を駆け回り、
あまねく上映されてきた日本映画はないでしょう。
1951年、ヴェネチア国際映画祭で『羅生門』が金
獅子賞を受賞して以来、《クロサワ》の名は世界の
映画界を席巻し、日本映画の高い芸術性を示すシ
ンボルとなってきました。1998年の逝去から20年、
今も変わらずその名はとどろいています。 

　しかし、そのような映画史上の巨匠といえども、
その評価の果てしない拡がりを実感することは簡
単ではありません。国立映画アーカイブの開館記
念企画となるこの展覧会では、黒澤明研究家・槙
田寿文氏のコレクションから、世界30か国にわた
る黒澤映画のポスター 84点を中心に、海外とのか
かわりを示す資料も展示し、その卓越した国際性
に光を当てます。
　生前の黒澤監督は「映画は世界の広場」である
と語っていました。しかしその版図は欧州や北米
だけに止まるものではありません。各国のデザイ
ナーや画家たちの、作品の力感に沿った筆致や大
胆で前衛的な解釈とともに、《世界言語》としての
黒澤映画をぜひ体感してください。
 ＊ 詳細は当該チラシまたは国立映画アーカイブのホーム
ページをご覧ください。

［常設展］企画展に併設
NFAJコレクションでみる
日本映画の歴史
Nihon Eiga: The History of Japanese Film
From the NFAJ Non-film Collection
[Captions in Japanese, English, Chinese and Korean]
 

開室時間＝午前11時－午後6時30分（入室は午後6時まで）
料金（常設展・関連企画共通）＝一般250円（200円）／大学
生130円（60円）／シニア・高校生以下及び18歳未満・障害
者（付添者は原則1名まで）、MOMATパスポートをお持ち
の方、東京国立近代美術館及び国立映画アーカイブの
キャンパスメンバーズは無料
 ＊ （　）内は20名以上の団体料金です。
 ＊ 学生，シニア（65歳以上），障害者，キャンパスメンバーズの方
は，証明できるものをご提示下さい。

 ＊ 国立映画アーカイブが主催する上映会をご覧になった方は当日
に限り、半券のご提示により団体料金が適用されます。

 ＊ 5月18日（金）は、「国際博物館の日」（毎年5月18日）を記念して展
示を無料でご覧いただけます。

2階受付では，「NFAJニューズレター」（季刊）
を販売しています。これは，国立映画アーカイブ
のさまざまな催し物や事業の情報，上映番組の
解説，予告等はもちろんのこと，世界のフィルム
アーカイブやシネマテークの紹介，映画史研究
の先端的成果の発表などを掲載する機関誌で
す。どうぞご利用下さい。
 

国立映画アーカイブは，国
際フィルムアーカイブ連盟
（FIAF）の正会員です。

FIAFは文化遺産として，ま
た，歴史資料としての映画フ
ィルムを，破壊・散逸から救
済し保存しようとする世界の
諸機関を結びつけている国
際団体です。

国立映画アーカイブ　〒104-0031東京都中央区京橋3-7-6
▼交通：
東京メトロ銀座線京橋駅下車，出口1から昭和通り方向へ徒歩1分
都営地下鉄浅草線宝町駅下車，出口A4から中央通り方向へ徒歩1分
東京メトロ有楽町線銀座一丁目駅下車，出口7より徒歩5分
JR東京駅下車，八重洲南口より徒歩10分

お問い合わせ：ハローダイヤル03-5777-8600
ホームページ：www.nfaj.go.jp

表紙：生きものの記録

前売券の購入方法

［Pコード：558-389］
チケットぴあのお店，セブンイレブン，サークル
Kサンクスで購入
⇒前売料金に加え，1枚につき発券手数料108円がかかります。

受付電話（0570-02-9999）で購入
⇒前売料金に加え，1枚につき発券手数料108円がかかります。
 ＊ 毎週火・水2時30分～ 5時30分はシステムメンテナンスのた
め受付休止となります。

チケットぴあのサイト（http://w.pia.jp/t/nfaj/）で
購入
⇒前売料金に加え，1枚につき発券手数料108円，また決済方法
によって1件につき決済手数料がかかる場合があります。

 ● 手数料等の詳細については，上記チケットぴあのウェブサイ
トをご覧ください。

 ● 前売券の払い戻し，交換，再発行はいたしません。

販売期間：3月29日（木）10時から各プログラム
の上映の前日23時59分まで

常設展ギャラリートーク
毎月第一土曜日12時より（休室の場合は第二土曜日）

4月はお休みします。

■作品によって開映時間が異なりますのでご注意ください。

2018年4月10日火　―　4月22日日 国立映画アーカイブ開館記念　映画を残す、映画を活かす。
 Inaugurating NFAJ: Preserving Is Showing

4

月 火 水 木 金 土 日

4
月

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

11:00am開館 11:00am開館 11:00am開館 11:00am開館 11:00am開館 11:00am開館
4 3:00pm
五所平之助 
『十九の春』撮影風景
煙突の見える場所
 （計113分）

6 3:00pm
阪東妻三郎 
田村家ホーム・ムービー
破れ太鼓
故　阪東妻三郎　関西映画
人葬実況 （計140分）

3 3:00pm
戦時下の日活太秦撮影所
日活太秦撮影所運動会
清水港 代参夢道中［『續清
水港』改題短縮版］
 （計95分）

8 3:00pm
溝口健二 
新・平家物語［予告篇・特報］［デ
ジタル復元版］
新・平家物語［デジタル復元
版］ （計110分）

7 1:00pm
日活の再建 
日活特報　日活撮影所建
設始まる（地鎮祭）
日活東京撮影所トーキー
ステージ竣工式
ジャズ娘誕生［デジタル復元
版］ （計92分）

11 12:30pm
小津安二郎 
『彼岸花』撮影風景
彼岸花［デジタル修復版］［修復デ
モ付］
 （計129分）

7 7:00pm
日活の再建 
日活特報 日活撮影所建
設始まる（地鎮祭）
日活東京撮影所トーキー
ステージ竣工式
ジャズ娘誕生［デジタル復元
版］ （計92分）

8 7:00pm
溝口健二 
新・平家物語［予告篇・特報］［デ
ジタル復元版］
新・平家物語［デジタル復元
版］ （計110分）

11 7:00pm
小津安二郎 
『彼岸花』撮影風景
彼岸花［デジタル修復版］［修復デ
モ付］
 （計129分）

3 7:00pm
戦時下の日活太秦撮影所
日活太秦撮影所運動会
清水港 代参夢道中［『續清
水港』改題短縮版］
 （計95分）

6 3:30pm
阪東妻三郎 
田村家ホーム・ムービー
破れ太鼓
故　阪東妻三郎　関西映画
人葬実況 （計140分）

4 4:00pm
五所平之助 
『十九の春』撮影風景
煙突の見える場所
 （計113分）

11:00am開館 11:00am開館 11:00am開館 11:00am開館 11:00am開館 11:00am開館
2 3:00pm
成瀬巳喜男 
花よりだんご スタヂオF
のお花見
二人妻 妻よ薔薇のやうに
［英語字幕付］  （計85分）

12 3:00pm
マキノ雅弘 
マキノ雅弘氏の還暦
日本俠客伝 斬り込み
 （計97分）

10 3:00pm
稲垣浩 
『柳生武芸帳』撮影風景
柳生武芸帳
 （計132分）

1 3:00pm
尾上松之助 
雷門大火 血染の纏
史劇 楠公訣別［デジタル復元版］
日活取締役　故中村鶴三
氏　尾上松之助　葬儀実况 
大正十五年九月十六日
 （計75分）

9 1:00pm
黒澤明 
『用心棒』馬目の宿オープ
ンセットの撮影風景
生きものの記録
 （計107分）

5 1:00pm
衣笠貞之助 
『源氏物語 浮舟』撮影風景
『情炎』撮影風景
『かげろう絵図』撮影風景
地獄門［デジタル復元版］
 （計99分）

9 7:00pm
黒澤明 
『用心棒』馬目の宿オープ
ンセットの撮影風景
生きものの記録
 （計107分）

1 7:00pm
尾上松之助 
雷門大火 血染の纏
史劇 楠公訣別［デジタル復元版］
日活取締役　故中村鶴三
氏　尾上松之助　葬儀実况 
大正十五年九月十六日
 （計75分）

5 7:00pm
衣笠貞之助 
『源氏物語 浮舟』撮影風景
『情炎』撮影風景
『かげろう絵図』撮影風景
地獄門［デジタル復元版］
 （計99分）

2 7:00pm
成瀬巳喜男 
花よりだんご スタヂオF
のお花見
二人妻 妻よ薔薇のやうに
［英語字幕付］  （計85分）

10 4:00pm
稲垣浩 
『柳生武芸帳』撮影風景
柳生武芸帳
 （計132分）

12 4:00pm
マキノ雅弘 
マキノ雅弘氏の還暦
日本俠客伝 斬り込み
 （計97分


